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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、REDリピート（アルギニン、グルタミン酸、アスパラギン酸残基の繰り返し配列）によって同定されました。このタンパク質は核小体を除く核内に点状に局在します。機能は不明です。この遺伝子は5番染色体にマッピングされますが、2番染色体にも偽遺伝子が存在する可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],注意：当初（PubMed:7970704）は、恒常的なMHCクラスII抗原発現の負の調節経路に関与するサイトカインであるIK因子であると考えられていました。,発達段階：胎児組織と成体組織で同程度の発現レベルを示します。,機能：不明。クロマチンに結合する可能性がある。,PTM:DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性:REDファミリーに属する。,組織特異性:普遍的。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HepG2、MCF-7、COLO、およびHeLa細胞のライセートをRED抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	RED 抗体を使用した 293 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	1：2000に希釈したIKポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	IK抗体を用いたHELA KB SH-SY5Y 293T 3T3の溶解のウェスタンブロット解析。抗体は1:2000に希釈した。

